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まちのできごとまちのできごとまちのできごと

シ
ー
サ
イ
ド
ギ
ャ
ラ
リ
ー
２
０
１
４
夏

坂
折
地
区
で
小
学
生
ら
が

紙
こ
い
の
ぼ
り
づ
く
り

加
茂
神
社
の
夏
祭
り

新
し
い
法
被
と
太
鼓
で
舞
を
奉
納

 
毎
年
８
月

１５
日
に
入
野
の
浜
で
開
催

さ
れ
る
「
シ
ー
サ
イ
ド
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」。

今
年
の
夏
は
天
候
が
不
安
定
で
、
開
催

が
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、
午
後
に
は
雨

も
上
が
り
、
予
定
通
り
行
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
午
後
６
時
、
日
が
暮
れ
て
涼
し
く
な

っ
た
砂
浜
で
行
わ
れ
た
「
砂
浜
ヨ
ガ
」

に
は
、
町
民
や
観
光
客
な
ど
約

１０
人
が

参
加
。
波
の
音
を
Ｂ
Ｇ
Ｍ
に
、
気
持
ち

よ
く
体
を
ほ
ぐ
し
ま
し
た
。

　
午
後
７
時
か
ら
は
「
ル
ア
ナ
と
楽
し

い
仲
間
た
ち
」
の
フ
ラ
ダ
ン
ス
。
ハ
ワ

イ
ア
ン
の
音
楽
に
乗
せ
て
優
雅
な
踊
り

を
披
露
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
次
第
に
宵
闇
が
濃
く
な
り
、
い
よ
い

よ
盆
踊
り
大
会
。
時
間
と
と
も
に
飛
び

入
り
参
加
が
増
え
て
、
や
ぐ
ら
を
囲
む

踊
り
子
の
輪
は
２
重
３
重
に
な
っ
て
い

き
ま
す
。
子
ど
も
も
大
人
も
み
ん
な
笑

顔
で
、
見
よ
う
見
ま
ね
で
踊
っ
た
り
、

飛
ん
だ
り
跳
ね
た
り
。

　
踊
り
疲
れ
た
午
後
８
時

４０
分
。
ち
ょ

う
ち
ん
や
投
光
器
の
明
か
り
が
消
え
、

会
場
東
側
の
砂
浜
か
ら
花
火
が
打
ち
上

げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
シ
ー
サ
イ
ド
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
は
、
住

民
や
地
元
企
業
の
寄
付
に
よ
り
花
火
を

打
ち
上
げ
ま
す
。
花
火
約
５
０
０
発
、

打
上
げ
時
間

３０
分
と
、
規
模
は
小
さ
め

で
す
が
、
砂
浜
に
座
っ
て
間
近
に
見
上

げ
る
の
が
人
気
。今
年
も
約
１
万
２
０
０

０
人
の
方
が
夏
の
夜
を
楽
し
み
ま
し
た
。

 　
毎
年
４
月
下
旬
か
ら
５
月
上
旬
に
、

坂
折
地
区
の
伊
与
木
川
周
辺
に
展
示
さ

れ
る
カ
ツ
オ
の
ぼ
り
と
紙
こ
い
の
ぼ
り
。

夏
休
み
を
利
用
し
て
、
地
元
小
学
生
や

佐
賀
中
学
校
・
大
方
高
校
の
美
術
部
員

ら
が
、
紙
こ
い
の
ぼ
り
の
作
成
に
協
力

し
ま
し
た
。

　
で
き
あ
が
っ
た

紙
こ
い
の
ぼ
り
は
、

来
年
の
展
示
に
使

わ
れ
る
ほ
か
、
５

月
３
日
の
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
で
子
ど

も
た
ち
に
プ
レ
ゼ

ン
ト
さ
れ
ま
す
。

 　
入
野
松
原
内
に
あ
る
加
茂
神
社
で
、

７
月

２０
日
、
夏
祭
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

例
年
、
早
咲
、
浜
の
宮
、
万
行
、
入
野

本
村
、
芝
の
５
地
区
が
１
年
交
代
で
神

輿
を
担
い
で
お
り
、
今
年
は
浜
の
宮
地

区
が
担
当
。

　
当
日
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

で
購
入
し
た
真
新

し
い
法
被
や
股
引

き
を
着
た
男
性
ら

が
、
神
輿
を
担
い

で
参
道
を
練
り
歩

き
、
子
ど
も
た
ち

が
花
取
り
踊
り
を

奉
納
し
ま
し
た
。

8月11日には、集会所に地元の小学生9人が集合。紙こい
のぼりの色付けなどを行いました。

上・誰でも参加できる砂浜ヨガ。講師は山元彩乃さん。中・
やぐらの前でフラダンス。ハワイの風を感じるひととき
です。下・そろいの法被で踊った入野本村の皆さん。

花取りを踊る浜の宮地区の子どもたち。新しい太鼓の力
強い音が鳴り響きました。


